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私も一言
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JAMSTEC ESC
福井 義成

・技術の整合性

・ﾒﾓﾘｰ・ｳｫｰﾙ

・何故，怒らないか！

・目指したいこと
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技術の整合性が重要

ﾍﾞｸﾄﾙ計算機にR-DRAM
R-DRAM ﾌﾞﾛｯｸ転送目的

ﾍﾞｸﾄﾙの性質

命令ﾃﾞｺｰﾄﾞが少ない

gather/Scatterが速い ： 矛盾

省電力ﾌﾟﾛｾｯｻ(8ｺｱ)とFB-DIMM
FB-DIMMは，ｺﾝﾄﾛｰﾗが大電力
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ﾒﾓﾘｰ・ｳｫｰﾙの原因(歴史に学べ)

回路網基礎学

配線の少ないところで回路分割

遠方への信号送信は大電力が必要

ﾁｯﾌﾟ内：ﾁｯﾌﾟ外
ENIAC ○ 部屋

IBM7094 ○ ﾗｯｸ単位

数ﾎﾞｰﾄﾞ・ﾌﾟﾛｾｯｻ ○

１ﾎﾞｰﾄﾞ・ﾌﾟﾛｾｯｻ △

１ﾎﾞｰﾄﾞにﾌﾟﾛｾｯｻとﾒﾓﾘｰ ○

1ﾁｯﾌﾟ・ﾌﾟﾛｾｯｻ ×

ﾏﾙﾁｺｱ ××

ﾋﾟﾝの奪い合い

ﾋﾟﾝが最大の問題 → ｺｽﾄ
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何故怒らないのか！

ﾏｲｸﾛ・ﾌﾟﾛｾｯｻ,GPU：毎回変わるｱｰｷﾃｸﾁｬ

毎回必要となるチューニング

作りやすいｱｰｷﾃｸﾁｬは，使い易いとは限らない！

むしろ使い難いことが多い

全てが改善できるわけではないが改善の要求は当然

CUGでの実りのある議論

不当なｱｰｷﾃｸﾁｬを楽しんではいけない！

ﾁｭｰﾆﾝｸﾞに溺れてはいけない！

ﾁｭｰﾆﾝｸﾞには，結果の継続性とｺｽﾄが重要

ﾁｭｰﾆﾝｸﾞされたｿﾌﾄは，資産であるという認識が重要
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目指したいこと

技術の惰性を排して，原点に戻ろう！

実装技術＋半導体技術が重要

不利な状況をプラスに捉えることが肝要

（－１）＊（－１） → ＋１


